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干

ぼ
ぐ
元
気
だ
よ
／

早
く
も
新
一
年
生
の
身
体
検
査

十
月
二
十
八
日
と
三
十
日
の
両
日
、

町
民
会
館
で
は
、
来
春
小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
の
身
体
検
査
が
行
な
わ
れ
、

会
場
に
つ
め
か
け
た
子
ど
も
た
ち

は
、
多
勢
の
元
気
な
と
も
だ
ち
と
い
っ

し
ょ
に
、
胸
を
張
っ
て
診
察
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

町の人口
（50年9月未現在）

人　口　24，1．64

男11，725

女12，459

世帯数　7，176

今
月
の
ニ
ュ
ー
ス

川

仕

＝

‖

Ⅱ

仙
川
附

仙
制
∵
「

州
世
柚
仙

泄

用

期

．
出
目
川
Ⅳ

戯ｕ
ｔ
ｔ
ｔ
ｒ

一
ｒ
Ｈ

劇
脚
．
ｈ
…
潮
間

防
州
肝
脚

の
Ｊ州
Ｗ
ｌ
仙

・
ｌ
ｄ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
．

二
ペ
ー
ジ

文
北
の
日
に
善
行
者
・
功
労

者
を
表
彰

明
る
い
選
挙
に
貢
献

入
江
敏
明
・
増
永
龍
之
の
両

氏
に
自
治
大
臣
か
ら
感
謝
状

三
ペ
ー
ジ

差
別
の
な
い
明
る
い
町
を

同
対
審
答
申
か
ら
（
同
和
対

策
の
具
体
案
）

町
ぐ
る
み
で
暴
力
追
放
一

日
移
動
警
察
署
が
開
か
れ
る

四
・
五
ペ
ー
ジ

町
内
で
火
災
が
続
発

完
全
な
防
火
管
理
で
火
災
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

・
柴
田
正
生
氏
、
教
育
長
を
任

ヽ
期
満
了
で
退
職

新
教
育
長
に
永
警
良
が
就

任



Ⅲ……刷昭和50年11月10日　用‖…ⅢｌⅢｌⅢ冊酬…ⅢⅢｌ…血酬…冊ＩⅢ広軌占肝瑚協防壁（2）

菊のかおりがただよう秋空のもと、恒例の文化の祭典が11月3日の文
化の日を中心に11月1日から6日まで、生花、盆栽、菊花、水石、水墨
画、書の作品展が開かれました。

作品は町内の各同好会などによって出品されましたが、どの作品も力
作ばかりで、その見事さは菊のかおりのたちこめた会場の中で．参観者
を魅了していました。また、3日の文化の日には、町行政に対する功労

者、善行者、協力者42名の表彰が行なわれました。

会場の町民会館には生花な

ど、各同好会の作品が出品

されました。

閃
水
巻
町
教
育

委
員
会
表
彰
出

◇
永
年
勤
続
功
労
者

閃
水
巻
町
表
彰
凶
　
（
敬
称
略
）

◇
菩
行
者
足
立
池
田

藤
吉
義
人

高
松
区

美
吉
野
団
地

◇
永
年
勤
続
功
労
者

森
田
　
高
敏

小
林
源
太
郎

入
江
　
敏
明

原
口
　
　
操

田
中
　
　
博

消
防
団

消
防
団

選
挙
管
理

委
員
会
委
員

議
会
議
員

議
会
議
員

白　山　栢　白　沢花石井石
高　崎　松石辺村橋地　塚

常徳利三幸昭　国置
雄博光　明敏生利江章

議
会
議
員

議
会
議
員

議
会
議
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

町
職
員

小
山
田
友
和

平
川
　
恒
友

中
島
　
君
代

重
富
　
洋
子

入
江
智
恵
子

貞
末
　
昌
之

千
々
和
和
子

◇
社
会
教
育
功
労
者

行
正
　
　
淳

桑
山
　
　
厳

◇
学
校
教
育
協
力
者

青
木
初
太
郎

村
松
　
金
蔵

中
村
　
芳
房

山
本
　
正
志

水
巻
南
中
学
校

水
巻
南
中
学
校

水
巻
南
中
学
校

水
巻
南
中
学
夜

頃
末
小
学
校

伊
左
座
小
学
校

伊
左
座
小
学
校

机吉
田
団
地
1　　　．－

樋
口
頃
末
八
幡
西
区

頃
末

悶
水
巻
町
社
会
福
祉

協
議
会
表
彰
辿

◇
社
会
福
祉
特
別
功
労
者

内
尾
　
勝
正
　
吉
田
団
地

◇
優
良
更
正
世
帯

京
　
　
秀
則

札
・
　
　
要

◇
社
会
福
祉
協
助
者

末
岡
　
金
市

上
村
　
　
清

浦
州
健
次
郎

脇
坂
　
光
男

宮
原
　
良
高

塩
田
　
修
二

宮
本
　
雪
子

高
須
真
佐
子

三
好
　
初
夫

中
川
　
　
進

高
松
団
地

頃
末

頃
末
頃
末
猪
熊
古
賀
区

机
社
宅

官
ノ
下
社
宅

吉
田
ノ
一
一

宮
ノ
下
社
宅

樋
口
樋
口

入
江
敏
明
・
増
永
龍
之
の
両
氏
に

自
治
大
臣
か
ら
感
謝
状

に奉献・二・；4．し－
・．．－41．．．4°・一一　°・－・4．－・．

区
内
の
除
草
な
ど
美
化
運
動
に
貢
献
さ
れ
、

表
彰
を
受
け
る
足
立
藤
吉
さ
ん
。

ふ
明
出

ｌ
－
．
．
－
ニ
ー
．
．
．
ニ
ー
－
－
．
．
．
．
．
－
－

十
月
二
十
九
日
、
国
民
参
政
八
十

五
周
年
、
普
通
選
挙
五
十
周
年
、
婦

人
参
政
三
十
周
年
の
記
念
式
典
が
福

岡
市
電
気
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
こ
の

と
き
選
挙
関
係
の
功
労
者
に
対
し

て
、
自
治
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
か
ら
も
、
水
巻
町
選
挙
管

理
委
員
会
要
員
長
入
江
敏
明
氏
と
水

巻
町
役
場
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

末
長
増
永
龍
之
氏
の
二
人
が
、
明
る

い
選
挙
の
実
現
に
対
す
る
功
敵
が
顕

要
で
あ
る
た
め
、
こ
ゐ
機
会
に
表
彰

も
、
を
受
け
ま
じ
た

被
表
彰
者
略
歴

入
江
敏
明
氏
（
六
十
歳
）

選
挙
関
係
勤
続
年
数

十
年
四
ケ
月

六
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
、
水
巻

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
任
命

さ
れ
る
）

増
永
龍
之
氏
（
四
十
四
歳
）

選
挙
関
係
勤
続
年
数

十
年
四
ケ
月

昭
和
四
十
年
啓
発
事
業
発
足
と
同

時
に
選
管
担
当
者
と
共
に
婦
人
支
部

学
級
を
発
足
し
、
、
現
在
ま
で
支
部
学

∵

　

∴

∵

∵

ｌ

昭
和
四
十
四
年
　
県
公
民
館
大
会

昭
和
四
十
五
年
　
九
州
公
民
館
大
会

全
国
公
民
館
大
会

～
↑
／
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「
、

差
別
．
の
な
い
明
る
い
町
を
ー

同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
よ
う

β

同

対

審

答

申

か

ら

同
和
対
策
の
具
体
案

こ
れ
ま
で
の
同
和
対
策
は
、
明
治
維

新
の
際
の
太
政
官
布
告
を
拠
り
ど
こ
ろ

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ

な
り
に
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
意

義
を
も
っ
て
い
た
。

け
れ
ど
も
現
時
点
に
お
け
る
同
和
対

策
は
、
日
本
国
憲
法
に
基
づ
い
て
行
な

わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
よ
り
積
極
的

な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点

で
は
同
和
行
政
は
、
基
本
的
に
は
国
の

責
任
に
お
い
て
当
然
行
な
う
べ
き
行
政

で
あ
っ
て
、
過
度
的
な
特
殊
行
政
で
も

な
け
れ
ば
、
行
政
外
の
行
政
で
も
な
い

部
落
差
別
が
現
存
す
る
か
ざ
り
こ
の

行
政
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
同
和
対
策
は
、
生
活
環

境
の
改
善
・
社
会
福
祉
の
充
実
・
産
業

職
業
の
安
定
・
教
育
文
化
の
向
上
及
び

基
本
的
人
権
の
擁
護
等
を
内
容
と
す
る

総
合
対
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。以
上
の
諸
施
策
は
、
各
々
そ
の
分
野

に
お
い
て
強
力
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
同
時
に
、
総
合
対
策
と

し
て
統
一
的
に
把
握
さ
れ
、
有
機
的
か

つ
計
画
的
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
な
お
、
こ
の
際
と
く
に
次
の
諸

点
に
留
意
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。

①
　
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
に
同

和
地
区
の
生
活
水
準
の
向
上
を
は
か

り
、
一
般
地
区
と
の
格
差
を
な
く
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

は
、
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会
福
祉

の
充
実
、
産
業
職
業
の
安
定
、
教
育

文
化
の
向
上
等
の
諸
施
策
を
積
極
的

か
つ
強
力
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
な
お
こ
の
場
合
、
地
区
住
民

の
自
覚
を
う
な
が
し
、
自
立
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
る
。

㊥
　
地
区
住
民
に
対
す
る
差
別
的
偏
見

を
根
絶
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
を
通
じ
て
同
和
教
育
の
徹
低
を

は
か
る
と
と
も
に
、
人
権
擁
護
活
動

を
活
発
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
お
こ
の
場
合
、
部
落
差
別
は

古
い
因
習
や
迷
信
と
無
関
係
で
は
あ

り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ

＼

云

ｌ

　

　

′

う
な
幣
風
を
温
存
す
る
非
合
理
性
の

強
い
、
お
く
れ
た
地
域
社
会
の
体
質

を
改
善
し
、
そ
の
近
代
化
を
は
か
る

た
め
に
も
適
切
な
対
策
を
講
ず
る
こ

と
が
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
。

⑨
　
同
和
問
踵
を
社
会
開
発
お
よ
び
経

済
開
発
の
中
に
正
し
く
位
置
づ
け
、

前
進
す
る
日
本
の
政
治
態
勢
の
中
で

そ
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
た
と
え
ば
多
年
の
懸
案
で
あ

る
生
活
環
境
の
改
善
や
就
職
の
機
会

均
等
な
ど
の
諸
施
策
は
、
こ
の
よ
う

な
現
在
の
前
向
き
の
姿
勢
の
中
で
積

極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
1
2
月
1
0
日
号
に
つ
づ
く
〕

町
ぐ
る
み
で
暴
力
追
放

一
日
移
動
警
察
署
で

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
約
束

初
め
て
の
移
動
警
察
署
の
開
設
に
期
待
し
て

意
見
・
要
望
が
活
発
に
だ
さ
れ
た
。

十
月
十
五
日
町
民
会
館

で
移
動
警
察
署
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
水
巻
町

防
犯
組
合
の
主
催
で
、
折

尾
警
察
署
長
お
よ
び
各
担

当
課
長
の
、
い
わ
ゆ
る
署

幹
部
に
よ
る
一
日
移
動
警

察
署
が
、
住
民
の
意
見
、

要
望
な
ど
を
直
接
聞
い
て

指
導
、
取
締
り
、
規
制
を

強
化
し
て
い
く
な
ど
、
皆

さ
ん
が
昼
夜
安
心
し
て
住

め
る
町
づ
く
り
が
目
的
で

開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
の
質
疑
応
答
は
活

発
に
お
こ
な
わ
れ
、
防
犯

問
踵
に
対
し
て
み
な
さ
ん
が
真
剣
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。要
望
事
項
に
対
し
て
署
と
し
て
は
、

取
腐
り
や
規
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に

パ
ト
ロ
ー
ル
の
人
員
に
限
り
が
あ
る
の

で
、
目
が
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
住

民
が
目
撃
し
た
と
き
は
通
報
す
る
な
ど

積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

で
は
、
怒
見
、
要
望
事
項
の
主
な
も

の
を
記
し
て
あ
ま
し
ょ
う
。

．

1

’

＼
㊤
塞
力
行
為
の
取
締
り

町
で
は
現
在
、
兵
力
追
放
運
動
を
展

開
中
で
す
が
．
、
水
巻
町
に
今
後
番
組

も
・
織
暴
力
の
不
良
グ
ル
ー
プ
や
暴
力
団
な

ど
を
絶
対
に
育
て
て
は
な
り
ま
せ
ん
＼

＼
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
暴
力
に

対
し
て
も
強
く
取
締
っ
て
い
き
ま
す
。

○
交
通
規
制
の
強
化

近
年
、
町
内
の
道
路
は
非
常
に
よ
く

な
り
、
と
く
に
幹
線
道
路
が
多
く
な
っ

て
、
交
通
事
故
が
増
え
る
状
況
に
あ
り

ま
す
が
地
元
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
道
路

や
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
交
通
規
制

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

○
私
道
路
で
の
駐
車
問
題

町
内
に
は
ま
だ
社
宅
地
が
か
な
り
残

存
し
て
い
る
が
、
そ
こ
の
道
路
で
の
駐

車
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
火
災
が
発
生
す
れ
ば
消
防
車

な
ど
が
通
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
私
道
路
に
限
ら
ず
、
幅
員
の

狭
い
道
路
で
の
駐
車
は
道
路
交
通
法
違

反
で
す
。
串
を
所
有
し
て
い
る
万
は
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
交
通
法
規
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
派
出
所
増
設
と
深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル

ム
虫
レ
ｕ

弓
′
4
1

派
出
所
は
で
き
る
限
り
綿
少
の
方
針

で
す
。
そ
の
た
め
町
内
全
域
で
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ご
遠
慮
な
く
パ
ト
カ
ー
を
止
め
て

相
談
や
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
や
不
良
行

為
の
問
題

青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
大
き
な

社
会
間
接
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
も
シ
ン
ナ
ー
遊
び
や
不
良

行
為
が
か
な
り
発
生
し
て
お
り
、
青
少

年
の
不
良
行
為
は
早
い
う
ち
に
芽
を
摘

み
、
指
導
し
て
い
か
な
い
も
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
署
と
し
て
は
指
導
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
が

目
撃
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ニ
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ニ
≡
≡
≡
≡
ｌ

町内で相次いで火災が発生、多くの人が焼け出されました。

10月だけで3件の火災が発生、10月20日樋口、同21日吉田団

地、同24日に梅ノ木と、各所で連続して起きたこの火災もほと

んどがちょっとした注意を怠っ・たために起きたものですが、こ

れから火災の多くなる季節だけに、どこの家庭でも火災予防の

ために注意を促してほしいものです。

芸
≡
三
二
言
≡
三
二
≡
羞
≡
蔓
芸
≡
三
三
≡
≡
一
二

が続発
・：10＿月たけですで、に、3件‘ｌ

管理で対処

猛火につつまれた梅ノ木区旧田鹿社宅

家
庭
で
は
火
災
発
生
の
危
険
と
同
居

常
に
防
火
診
断
の
励
行
を

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
の
防
火
週
間

を
前
に
し
て
、
町
内
で
相
次
い
で
起
き

た
火
災
も
、
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
社
会
生
活
の
基
盤
で
あ
る
家

庭
に
お
い
て
は
、
常
に
火
災
発
生
の
危

険
と
同
居
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
毎
年

の
火
災
統
計
の
数
字
か
ら
明
ら
か
で

す
。
そ
こ
で
、
家
庭
を
中
心
に
身
の
ま
＼

わ
り
の
火
の
元
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
そ
の
安
全
点
検
を
行
う
た
め
、
次
の

こ
と
を
重
点
に
家
庭
の
防
火
診
断
を
励

行
し
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の

防
止

○
暖
房
器
具
の
安
全
点
検

○
老
人
・
幼
児
・
病
人
の
就
寝
場
所
の

安
全
点
検

○
消
火
用
具
の
準
備

ま
た
、
火
災
を
な
く
す
と
同
時
に
、

万
一
の
場
合
に
備
え
て
の
防
火
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
な
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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柴
田
立
生
氏
任
期
満
了
で
退
職

新
教
育
長
に
永
沼
子
氏

昭
和
四
十
六
年
に
教
育
長
に
就
任
さ

れ
、
四
年
間
町
の
教
育
行
政
を
担
当
さ

れ
て
い
た
柴
田
正
生
氏
が
、
十
月
二
十

四
日
付
で
任
期
満
了
と
な
り
辞
任
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
教
育
長
に
は
立
屋
敷
の
永

沼
子
氏
が
厨
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
り
け
り
の
感
懐
、
切
な
る
も
の
を
覚

え
ま
す
。

命
と
は
、
長
命
・
宿
命
・
使
命
な
ど

ど
の
よ
う
に
お
受
取
り
頂
き
ま
し
ょ
う

と
も
、
私
は
私
な
り
に
、
そ
の
ま
ま
命

な
り
け
り
と
う
け
と
め
て
、
主
体
的
自

覚
の
も
と
、
精
神
の
独
立
と
自
由
と
を

堅
持
し
っ
つ
、
水
巻
町
の
当
面
す
る
教

育
上
の
諸
問
題
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

然
し
な
が
ら
、
性
釆
愚
に
し
て
魯
。

皆
様
の
御
示
教
を
お
願
い
し
ま
し
て
就

任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

教
育
上
の
諸
問
題

に
真
剣
に
取
組
む

教
育
長
　
永
　
沼
　
子

蘭
秋
の
お
り
か
ら
、
町
民
各
位
の
御

機
嫌
を
、
お
伺
い
致
し
ま
す
。

暫
ら
く
閑
地
に
あ
っ
て
、
自
適
の
生

活
に
な
ず
み
、
文
字
通
り
晴
耕
雨
読
の

日
々
を
、
消
光
し
て
い
ま
し
た
の
が
、

こ
の
た
び
教
育
長
に
就
任
し
、
果
し
て

重
任
に
堪
え
得
る
や
と
、
疑
惧
の
念
を

抱
い
て
い
ま
す
。

〝
年
た
け
昔
、
又
こ
ゆ
べ
Ｌ
と
思
い

、

．

1

’

き
や
、
命
な
り
け
り
、
さ
夜
の
中
山
〟

と
は
、
西
行
法
師
晩
年
の
歌
で
す
が
、

私
も
亦
、
年
六
十
を
越
え
、
再
び
教
育

訂
係
の
仕
噂
に
盛
事
し
よ
う
と
は
、
命

経

　

　

歴

氏
名
　
永
沼
　
子

生
年
月
日
　
大
正
1
年
8
月
2
0
日

住
所
　
水
巻
町
伊
左
座

昭
和
7
年
3
月

机
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導

昭
和
2
2
年
4
月
　
中
間
中
学
校
教
諭

昭
和
2
4
年
6
月
　
福
岡
県
視
学
委
員

昭
和
2
6
年
5
月
　
福
岡
県
教
育
庁
遠

賀
出
張
所
指
導
係
長

昭
和
2
6
年
9
月
　
折
尾
中
学
校
教
諭

ヽ

ｌ

一

昭
和
2
7
年
4
月
　
水
巻
中
学
校
教
諭

昭
和
3
1
年
1
1
月
　
中
間
小
学
校
長

編
和
3
9
年
5
月
　
中
層
北
嶋
学
校
長

昭
和
4
5
年
3
月
、
同
校
退
職

昭
和
4
6
年
5
月
　
水
巻
町
議
会
議
員

昭
和
5
0
年
4
月
　
任
期
満
了
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町内で火災

防火
6

9

つ

0

う

う

9

1

㊥

①

㊥

①

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

安
全
な
使
用
法

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
よ
る
火
災
の
多
く
は
、

Ｌ
Ｐ
の
性
質
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
取

扱
い
の
誤
り
（
不
注
意
）
、
器
具
の
不

良
な
ど
か
ら
超
き
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
性
質

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い
の
で

漏
れ
た
場
合
は
、
低
い
所
に
た
ま
り
ま

す
。⑦
燃
え
る
と
き
は
多
量
の
空
気
を
必

要
と
す
る
。

㊥
爆
発
し
や
す
い
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
す
る
前
に

①
日
頃
か
ら
ゴ
ム
管
な
ど
を
点
検
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

㊥
ガ
ス
漏
れ
の
有
無
を
臭
い
で
確
め

ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
器
具
（
コ
ン
ロ
な
ど
）
は
、

と
き
ど
き
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
漏
れ
に
気
ず
い
た
と
き

①
メ
ー
タ
ー
入
口
の
コ
ッ
ク
・
ガ
ス

栓
（
元
栓
）
を
は
や
く
締
め
ま
し
ょ

，

ノ

0

㊥
窓
や
戸
を
開
き
、
風
通
し
を
よ
く

し
ま
し
ょ
う
。

㊥
火
気
は
厳
禁

郡内火災発生状況（昭和測．1．ト9．30）

水 巻町 芦屋 町 遠 賀町 岡垣 町 合　 計

火

災

件

数

建

物

住　 宅 6 3 2 2 13

共　 同

住　 宅 1 1

学　 校 1 1

その他 3 2 5

林　　　 野 2 1 2 7 12

車　　 輌 1 1 2

そ　 の　 他 6 5 1 12

合　　 計 19 4 10 13 4 6

焼 損 棟 数 10 3 2 6 2 1

擢 災世 帯数 17 3 2 3 2 5

擢 災 人 月 5 1 11 8 11 由

死　 傷　 者 2 1 3

損 害額 け 円） 20 ，345 135 408 4 ，627 25 、51 5

一
防
火
の
チ
ェ
ッ
ク

○
外
出
す
る
と
き
、
ま
た
就
寝
前
に
は

火
の
元
を
確
め
て
い
ま
す
か
。

○
子
ど
も
に
火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に

教
え
て
い
ま
す
か
。

○
消
火
器
、
防
火
用
水
を
備
え
て
い
ま

す
か
。

○
家
族
み
ん
な
で
火
災
や
地
震
の
と
き

に
は
ど
う
す
る
か
、
話
し
合
っ
て
い

ま
す
か
。

○
た
き
火
な
ど
を
す
る
と
き
、
そ
ば
に

水
を
用
意
し
て
い
ま
す
か
。
．
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一

＼

．
町
民
の
ご
協
力
に
感
謝

教
育
行
政
の
発
展
を
祈
念

前
教
育
長
　
柴
　
田
　
正
　
生

秋
も
愈
々
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
益
々
御
壮
健
に
て
、

家
業
に
又
公
務
に
御
精
励
の
こ
と
、
お

慶
び
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
こ
と
、
こ
の
度
十
月
二

十
四
日
付
に
て
任
期
満
了
、
教
育
長
を

辞
任
し
退
職
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

思
え
ば
昭
和
四
十
六
年
十
月
よ
り
満
四

年
間
、
日
炭
閉
山
後
の
問
題
多
き
町
の

教
育
行
政
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

も
の
の
、
浅
学
罪
才
、
何
ら
な
す
と
こ

な
く
、
荏
茸
と
し
て
過
ご
し
終
わ
っ
た

こ
と
を
誠
に
申
し
わ
け
な
く
、
こ
こ
に

広
報
紙
を
か
り
ま
し
て
心
か
ら
お
わ
び

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
の
間
、
私

の
職
務
遂
行
に
対
し
、
心
か
ら
な
る
御

協
力
と
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
教

育
委
員
は
も
と
よ
り
、
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
町
執
行
部
、
並
び
に
議
会
議
員

の
皆
様
及
び
町
塩
各
位
に
対
し
、
深
甚

な
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

、
今
考
え
て
貞
孟
ｑ
ノ
と
、
こ
の
四
年
間

に
、
私
は
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
？
町
内
特
に
南
部
地

区
の
学
校
建
築
及
び
教
育
条
件
整
備
問

題
、
学
校
給
食
問
題
、
更
に
教
職
員
組

合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
等
組
合
紺
争
へ
の
対

処
問
題
、
そ
し
て
国
民
的
課
題
で
あ
り

行
政
の
責
任
と
し
て
解
決
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
同
和
問
題
等
、
誠
に
き

び
し
く
そ
し
て
得
が
た
い
体
験
の
日
々

で
し
た
。

今
後
水
巻
町
の
人
作
り
の
教
育
行
政

が
益
々
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
時
節
が
ら
何
卒
御
自

愛
専
一
に
、
皆
様
の
御
幸
福
と
水
巻
町

の
一
層
の
発
展
を
願
っ
て
お
わ
か
れ
の

言
葉
と
致
し
ま
す
。

日　確　在　宅　医

11月16日　森田医院　内児科　樋口691・0616
3日　有留医院　内児科　苫田691・1394

30日　長谷川医院　眼科　樋口691・1017
12月7軋ユ伊藤医院　皮膚科　頃末691・0527

9時から17時、原則として往診はいた

しません。＼
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胃
の
集
団
検
診

胃
ガ
ン
は
早
期
発
見

早
期
治
療
で
完
治

胃
が
ん
の
発
見
は
定
期
検
診
と
集
団

検
診
が
一
番
で
す
。

胃
が
ん
は
お
そ
ろ
し
い
病
気
で
す

が
、
た
だ
し
こ
れ
は
発
見
が
お
く
れ
た

場
合
だ
け
で
す
。
早
く
発
見
し
、
早
く

治
療
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
お
そ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

胃
が
ん
の
初
期
に
は
特
有
の
症
状
が

な
く
（
自
覚
症
状
）
、
早
く
発
見
す
る

以
外
に
、
現
在
の
医
学
の
力
で
は
治
療

の
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
毎

回
実
施
さ
れ
て
い
る
集
団
検
診
に
、
現

在
健
康
な
万
も
進
ん
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
日
時
　
ｎ
月
2
6
日
　
9
時
～
1
1
時
（

申
込
み
は
、
1
1
月
1
1
日
か
ら
役
場
衛

生
係
で
先
着
百
名
ま
で
受
付
け
ま

す
。
）申
込
み
の
と
き
問
診
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
本
人
が
申
込
み
に

来
て
く
だ
さ
い
。

◇
会
場
　
町
民
会
館

◇
料
金
　
五
百
円
（
町
負
担
　
千
五
百

円
）
、
申
込
み
と
同
時
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

高
．
血
圧
教
室

◇
日
時
　
1
1
月
1
9
日
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

◇
内
容
　
高
血
圧
症
（
成
人
病
）
の
食

生
活
指
導

①
講
議
　
食
生
活
の
話
し

①
調
理
実
習
　
減
塩
食
の
調
理
実
習

㊥
試
食
　
質
疑
応
答
（
保
健
指
導
）

な
お
、
家
庭
で
料
理
を
さ
れ
る
方
と

患
者
さ
ん
と
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
相
談
室

◇
日
時
　
ｎ
月
2
1
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
乳
児
の
保
健
指
導
及
び
家
族

計
画
相
談
指
導
（
身
長
・
應
重
の
測

定
）
。
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
器
具

も
若
干
準
備
し
て
い
ま
す
。

栄
　
養
　
教
　
室

◇
日
時
　
1
1
月
1
1
日
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館
前

◇
料
金
、
患

◇
内
層
厩
の
栄
養
指
導
者
に
よ
る
栄

養
指
導
と
料
理
の
実
習
及
び
試
食

①
栄
養
の
話
し
∵
講
師
　
県
の
栄
養

士
㊥
栄
養
料
理
の
実
習

⑨
試
食
の
質
疑
応
答

水
道
使
用
料

委
託
徴
収
人
が

一
部
変
更
に

昭
和
五
十
年
度
、
十
一
月
一
日
か
ら

水
道
使
用
料
委
託
徴
収
人
の
一
部
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

吉
田
ノ
三

緑
風
園

頃
末
机古
賀
新
生
街
・
樋
口

猪
熊
・
猪
熊
町
住

机
禁
雷
電
琶

古
賀
区
・
梅
ノ
木
区

高
松
区
・
三
ツ
頭
区

入
江
美
知
子

疋
田
　
玲
子

山
下
　
　
勝

粟
川
　
豊
子

長
田
　
栄
子

石
橋
　
重
子

原
田
キ
ヌ
ヨ

杉
本
　
公
恵

長
田
　
栄
子

矢
野
シ
メ
子

立
下
一

町二屋
住町敷
・住・
林・伊
住下左
宅二座

み
ず
ほ
団
地

吉
田
団
地

吉
田
ノ
一

吉
田
ノ
三

．　　ィ←一一一」

越
智

福
代

本
田
寿
々
代

越
智
　
福
代

疋
田
　
玲
子

11月　の

し尿汲取予定日
1日　頃末、猪熊

□　　4日　頃末、猪熊

斧　5日唐ノ熊県住、吉田片山、ヌメリ石、細
入　　6日　鯉口、吉田御輪地、車返し、猪熊

7日　吉田垣添、中央区、高松区、三ツ頭区、樋口

水　　8日　中央区、緑風臥高松区、三ツ頭区、樋口巻

覧　10日　川端商店街、吉田県道臥高松区、三ツ頭区、
頃末（15、18、25区）、頃末（6、11、14区）

11日　川端商店街、伊左座、立屋敷、上二、下二、頃

末（6、11、14区）

12日　月夜待、上二町任、下二町住、机、卯月
吉田本村、車返し、吉田大橋

上二、下二、古賀、机

宮ノ下社宅、吉田団地、猪熊
吉田団地、松栄荘、美吉野、頃末（15、18、25

日
　
日
　
日
一
日

3
　
4
　
5
　
7

1
　
1
　
1
　
1

ｒ
㌦
／

区）、猪熊

18日　吉田田地、松栄荘、美吉野、頃末（15、18、25

㌧区）、樋口
19日　吉田団地、美吉野、松栄荘、琴末（15、18、25

区）

20日　机社宅、伊左座、吉田本村、上二、下二、猪熊

町ｔｌ三

21日　机社宅、伊左座、吉田本村、上二、下二、古賀

県任、卯月

22日　梅ノ木区、古賀区

25日ｌ梅ノ木区、古賀区
26日．．みずほ団地、梅ノ木区、古賀区

’27日　みずほ団地、幼稚園通り、鯉口区、頃末（6、

11、14区）、古賀区）
壇稚園通り、鯉口区、頃宋（6、11、14区）
猪熊、卯月、鯉口）

日

　

日

2
8
却

Ｉ、！

し尿業者電話番号

協和清掃工業　　　093・23・0402

吉　村　衛　生　　　093・25・1172

東　洋　衛　生　　　691・2214
ｉ　全　清‘公　社　　602・6689

1

1

お

　

礼

　

－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

立
屋
敷

故
有
田
誠
人
殿
　
有
田
ト
ク
殴

高
松
区

故
安
永
隆
義
殿
　
安
永
安
夫
殿

苫
田
ノ
三

枚
苗
野
タ
カ
ノ
殿
　
古
野
　
守
殿

折
尾
則
松

故
菅
　
精
篤
殿
　
山
内
サ
ガ
ミ
殿

下
二
町
住

故
田
坂
タ
ノ
殿
　
田
坂
金
丸
殿

鯉
口
区

故
胸
元
栄
蔵
殿
　
胸
元
キ
ワ
設

営
ノ
下

故
古
層
山
利
行
殿

吉
困
ノ
二

故
岡
部
善
美
腰

社
会
福
祉
事
業

金
・
一
封
ご
寄
贈
が

古
賀
山
イ
チ
子
殿

岡
部
義
人
殴

二
∵
㍉

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

松
栄
荘
団
地
　
麻
生
風
治
殿

伊

藤

衛

門

口
．
樹
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
民
　
相
談
　
室
　
（
電
話
　
6
0
1

ｌ
ヽ

ｌ・ナ

4

3

電

1

）

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
資
　
会
社


